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Black　powder 　is　an 　important　component 　of　fireworks　and 　was 　j皿 vented 　in　Ch   a　i皿 the　latter　half

of　the　8th　century ．　Black　powder 　was 　used 　for　medicine 　at 働 st　and 　then　fbr　m 丑itary　purposes　in

10th　century ．　Fireworks　us 血 g　black　powder 　appeared 　in　12th　century ．　In　the　end 　of　13th　century

Itahan　displayed　fireworks，　In　Japan　gun　was 　imported 血 1543 　and 　black　powder 　was 　also

・imported　simultaneously ．　 Then 　 fireworks　 were 　 manufactured ．　 Fireworks　 display　 gained

popularity　jn　the　Edo　period．　On 　and 　after 　the　Meiji　era ，　spherieal 　fireworks　sheHs 　were 　made

giv血 g　bright　and 皿 any 　colors ．　Japan 　became 　toP−rank 　in　Fireworks・Recently，　Ch 血 a　has　become

first’rank 　j皿 manufactur 血 g　and 　export 　of　f辻eworks ．　Fireworks　have　been　developed　ma 血 ly　by

experience ．　But，　from　now 　on 　science 　and 　technology　wil1 　support 　the　prosperity 　of　fireworks．
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　花 火 用 に も っ とも 永 く使 わ れ て きた 火 薬は 黒 色 火 薬 で あ

る 。 黒色火薬 は、硝石 、硫黄及 び木炭 か らな る火 薬 で あ るが、
8 世紀後半に唐代の 中 国で 道 教 の 僧 た ち に よ っ て 発 明された

1 ＞ 2 ）。発 明 当初 の 用 途は 医薬 で あっ た。中国で は、道教の 僧

で 医薬王 と尊敬 され て い た 孫思 邂 が 黒 色 火 薬 組 成 の 最 初 の

記 録者 と され た 時代 もあ っ た が近年 に なっ て 否定された。
　 孫 思 遞 は、隋唐代き っ て の 名医で あ り、薬学者 で あ っ た 。

没 年 は唐 の 高宗 の 永淳元 年 （682 ）、生年 は 不 詳 で、少な

く とも 120歳 ま で 生 きた とい われ る。彼の あらわ した 「備急

千 金 方」 （652） と 「千金翼方 」 は 中国最古 の 医 学 百科 全 書 で

ある。彼はま た 煉丹 家で もあ っ た。
　原始 黒 色火 薬の 配 合 を記 載 し た と され る 「伏 硫 黄法 」 は唐

の 乾元年間 （750−760） に書か れ た 「孫真 人 丹経 」 の な か の

一
編 だ っ た ら しい 。 こ の た め に 従来孫真人すなわ ち孫思逸 の

作 と考 え られ、火薬 の 発 明者 は 孫思 遞 と され た時代 が あ っ た。
　10 世紀には、黒色 火薬 は 焼夷剤 と して 中国で軍 用 に使われ

る よ うに な っ た 。
12 世紀に は、宋代の 中国 で 黒色 火薬 を使 っ

た 花火が現れた a ）。黒色火薬を使 わ ない 竹 だ け を使 っ た爆 竹

は そ れ以 前か ら中国に 存在した 。

　 黒 色 火 薬 は、13 世 紀に はア ラ ブ を経 て ヨ
ー

ロ ッ パ に 伝わ っ

た。哲学者 ロ ジ ャ
ー・ベ ー

コ ン は、1214 年　イ ギ リス の ル

イ チ ェ ス ター
に 生 れ 、オ ッ ク ス フ A−　F 一ド大 学 に 学 び 、1233

年 に司 祭 に なっ た とい われ る。彼 はそ れか ら、当時科学学習

の 中心で あっ た パ リで 研究 を行 い 、そ の 大 き な知 識 と創 造力

に よっ て 同世代 人 の 間 で 「奇 跡 博 士 」 と呼 ばれ た。ベ ーコ ン

が書い た 黒 色火薬の 歴史の 中で 最も重要な論文は 1242 年 に

暗号を 用い て 書 かれた。WLHime 砲兵大 尉、後 に 大 佐は、
こ れ を解読 し て 1904 年 に発 表 した。
　19 世紀末 ま で は、ベ ル トル ド・シ ュ バ ル ツ が一

般 に 黒色火

薬の 発 明 者 と され て きた。そ して イ ギ リス に お い て の み ロ ジ

ャ
ー・べ 一

コ ン の 黒色火 薬発 明 者 と して の 権利が支持され て

き た 。 多く の 著者 は、ベ ル トル ド ・シ ュ バ ル ツ が 最初 の 火 器

を発 明 し た が、黒色火 薬の 発明に つ い て は な に も知 ら され て

い なか っ た の で 、ベ ル トル ド ・シ ュ バ ル ツ に そ の 名 誉 を与 え

る こ とが 正 当 で あ る と 考 えた 。
　13世紀末 に は、イ タ リア の フ ロ

ーレ ン ス 地 方で 花火 が は じ

ま っ た
4 ）

。
ル ネ ッ サ ン ス の 間に、花火の 世界で は イ タ リア の

フ ロ
ー

レ ン ス とドイ ツ の ニ ュ
ー

ル ン ベ ル クで 2 つ の 流派 が発

生 し、発展 した 5，。イ タ リア で は 花火の 製造が 発達 し、ドイ

ツ で は花 火 の 化 学 が 発 達 した。そ し て 花火 は ヨ
ー

ロ ッ パ 各 国

に伝わっ た。北方で は 花火自身の 打揚 が行 われ た が、南方 で

は 花火 が 壮大 な 建 築構造物 を 光で 飾っ た。ス ペ イ ン も花 火 が

盛 ん で あ っ た。
　 1572 年 に は、イ ギ リス の ウォ

ー
ウィ ッ ク城 でエ リザベ ス

1世 の 歓迎 の 大花火 大会 が 開か れ た。1742 年 、ロ ン ドン の

グ リーン パ ーク で の 大花火大会で は、ヘ ン デル が 「王 宮の 花

日本機械学会関東支部ブ ロ ッ ク合同講演会
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火 の 音楽」 を 作っ た。
　 1674 年 に は、ロ シ ア の ウエ ス トフ ァ リア で オ ラ ン ダ人 に

よ る ロ ケ ッ トや ク ラ ッ カ ー花 火 が 行 わ れ た 。 同 じ年、ル イ 14
世がヴ ェ ル サイ ユ 運河で 花火 を打ち揚げた。
　 ロ シ ア の ピ ョ

ートル 大帝は花 火 愛好家で 、多くの 花火を打

ち 揚げた。最初 の ピ ョ
ートル 大帝 に よ る 大花火 は、1690 年 2

月 26 日に モ ス ク ワの プ リエ ス テニ エ 河 で催され た。1762 年
の エ カ テ リーナ 2 世 の 戴冠式に は、滝が登場 した。
　 ヨ ー

ロ ッ パ の 打ち揚げ玉 は 円筒 形 で あ るが、19 世紀 に フ ラ

ン ス で 開発 された。1782 年、フ ラ ン ス の ベ ル トレ は塩素酸

カ リ ウ ム を 発 見 し、こ れ が 花火の 色を明 る く多彩に した 。

1865 年 マ グネ シ ウム、1894 年 ア ル ミ ニ ウム が ヨ
ー

ロ ッ パ で

花火に 用い られ る ように な っ た。光の 強い 花火 が で きるよ う

に なっ た。

　 目本 で は、1543 年 に種子 島に ポル トガ ル 人 に よっ て鉄砲

が伝来 した ときに 、 同時 に 黒色火 薬も伝来 した。日本に伝わ

っ た鉄砲は 直 ち に模造され、大量に製造 され、一
時期日本 は

世界
一

の 鉄砲生産国 とな っ た 。 日本 の 花火も黒色火薬伝来 に

よ っ て 始ま っ た。
　 日本 の 花火 は奉納花火、殿様 の 観賞花火、合図 花火及 び 大

衆 の 観賞花火 に分 け られ よ う。手筒花火、綱火、流勢など が

神社 へ の 奉納花火 として 今 日 ま で 伝わ っ て い る。
　享保 17 年、全国的な皐魃 で疫病が流行 り、 数万 人 の 死 者

が出 た 。 八 代将軍徳川 吉宗 は、水神祭 を行 っ た。両 国 川 河 畔
の 水茶屋が川施餓鬼を行 っ た 。 翌 年 （1733）両国川河畔の 水

茶 屋 は 川施餓鬼に 花火 を揚げた 。 これ が 両国川開き大花火、
現在 の 隅 田川花火 大 会 の 始ま りで ある。
　 天 正 17年 （1589）伊達正 宗 は米沢 の 居城 に おい て、外国

人 の 上 げる 花火を見 た。そ の 後 そ れ らの 外 国人か ら貰 っ た 花

火 を伊達正 宗自身 が揚げて い る。
　慶長 18 年 （1613 年 ）イ ギ リス 人 ジ ョ ン ・セ

ー
リス は イ ギ

リス 国王 ジ ェ
ー

ム ス 1世 の 国書 を持 っ て 平戸に 着き、駿府城

で徳川家康 に 謁見 し、国書を差 し出 した 。　 こ の とき 8 月 6
日に、随伴 した明人 が花火 を揚げて、見せ た。
　鉄砲伝来か ら織 田 ・豊 臣 の 時代 にか けて鉄砲は大量に 生産

され 、砲術の 研 究 も行 わ れ た。し か し徳川 の 天 下 に なると、
鉄砲 の 生産 は 衰えた 。 砲衛家の

一
部 は 黒色火薬を使 う

‘

の ろ

し （合 図）
’

を研究す る
‘
火術家

’

となっ た 7｝。
　火薬を使 っ た合図 は、薪を使 っ た 合図 に比 べ て 複雑 な合図

を送 る こ とが 出 き る 。 そ の 研究 の 結果出来 上 が っ た合図は、
現在の 打揚花火 と類似 し た も の とな っ た。
　龍 星 は夜の 、 龍勢は昼 の ロ ケ ッ トで ある。合図 か ら 出発 し

て 観賞用花火 に な っ た が、大型の もの は現在 の 日本 で は 、 埼
玉 県 吉田、静岡県朝比奈及び草薙 に 無形民俗 文化財 と して 残

され て い る龍勢の み で あ る。
　 ロ ケ ッ ト花火 は 日本 で は一般 に は 玩 具花火だ け に な っ て

しま っ た が、最近、ア メ リカ か らモ デ ル ロ ケ ッ トが輸入 され、
普及 を は じ めて い る 。 中 国で はか なりの 大き さの U ケ ッ ト花

火を製造 して輸 出 して い る の で 、世界 の ある とこ ろ で は使 わ

れ て い る ら しい。

　日本 の 民 衆が 目 に した で あ ろ う 16 世紀 の 花火 と して は、
次ぎの よ うな記述があ る

8）

。
「ま た そ こ で は数々 の 手の こ ん

だ仕 掛 （花） 火 が 展 開 され た が、それ らは空 中で 実 に さまざ

まな形 とな っ た の で、皆 の 目を奪 い 、そ れを見 よ うと して 立

ち 止 ま らな い 者 は なか っ た
。 （中略）　 三 つ の 城楼 か ら多 く

の 車輪や 樹 木 、そ の 他 （花）火細 工 が 出て き て、行列 に 豪華

さを加 え、お び た だ しい 数 の 鉄砲 の 射撃 （音〉 も （賑 や か さ

を加 え た）1 （1582 年 4 月 ）

　慶長 20年 （1615）の 駿府政事禄 に は次ぎの 記事が載 っ た 。
「3 月 晦 目　伊勢踊頻な り、大神宮飛給由 、 禰宜 と号者、唐

人 を頼 み、花火 を飛ばす と云 う」

　 こ れまで の 記録 は 外国人 が花火 をあげた とい うもの で あ

っ た が、17 世紀の 前半 に は 日本 人も花火を作るように なっ た 。

町 中で の 花火 の 打ち 揚げは火災の 危険が伴 うの で、触書が 出
され て い る。

　慶安元 年 （1648）6 月 の も の 「一　町 中に 而 鼠火 りうせ い

其外花火 之類仕間敷事、但川 口 に而 は格別之事」。同年 7 月

に 出され た触書 「一　町 中に て 花火 拵売候義 か た く ご法度に

候間、自然殿達より御誂候共、町 中に て は 仕間敷、御崖 敷 へ

参 り花 火拵可申事」。こ の ような触書 は 、 そ の 後 ，
1652 年、

1665 年、1670 年、1680 年 と出され てい る。江 戸 で 花火 が

盛 ん になっ て き た こ と うか が わ せ る。
　万 治 2 年 （1652）、大和国篠原村の 弥兵衛 が江戸に 出て き

て、日本橋横 山町 に店 を構 え た。鍵屋 の 誕生 で ある 。 弥 兵衛
は、葦の 茎の 管に 火薬を練 っ て作 っ た 小さな星を入れ、其の

星 が燃えて 飛び 出す 二 つ 玉 、三 っ 玉 の 花 火 を作っ た。今 目の

乱 玉 で あ る 。 こ れ が 大好評 で鍵屋の 繁栄の 基礎を作っ た。
　江戸時代 の 花火 は、黒 色 火 薬 の 燃焼を主 体 と した もの で 、

燃焼 温 度が 低 く1 明 るい 色 は 出 せ なか っ た。し か し、1879
年 にマ ッ チ と共 に塩素酸カリウム が輸入 され る と、打ち揚げ

られる花火の 色と明 る さが変わ っ た。花火の 燃焼温度 が 高 く

なり、明るい 色々 な色が出せ る よ うに なっ た か らで ある 。

　さ ら に、ア ル ミニ ウム や マ グネシ ウム の よ うな燃焼熱 の 大

きな金属が使える よ うに な る と、一
段と光 り輝 く花火 が現れ

て きた。最近は チ タ ン や そ の 合金なども用い られ る よ うに な

り、花雷 とい う雷音を伴 っ て輝 く昼 花 火 も登 場 して い る。
　塩素酸カ リ ウム の 使用は花火 の 色や音 に革命を もた らし

た。しか し、問題 も起 こ した。塩素酸 カ リ ウム は 可燃物 と混

合した ときに、外部か らの 熱 ・摩擦 ・
打撃に よ っ て 発 火 ・爆

発 を起 こ しやすい。また 酸性があ る と 、 自然発火 や自然爆発

を起 こ しやすい
。

　 こ の た めに花火業界 で は 塩素酸カ リ ウム に 起因す る と思

わ れ る 事故 が 多発 した。昭 k30 年代に は塩素酸 カ リウム の

代わ りに よ り安全 な 過塩素酸 カ リウム を使 う指導が な され 、
事 態は 改善され た

。

　近年 の 目本の 特徴的な花火 は 球 形 菊 花 型 割物花火 で ある。
明治 24 年．〔1891）に は、新潟県片貝村 で 3尺 玉 が 打 ち揚げ
られ た。現在 で は、小 千 谷 市片貝 町 で 4 尺 玉 が 打ち揚げられ 、
玉 の 大 きさで は世界

一
とい われて い る。

　昭和 3 年 （1928）に は、長野県の 青木儀作が 八 重芯 菊花型

花火を完成 して い る。こ れ は主 に尺 玉 （IO 号fi）に使 われ る。

こ の 花火は精緻 で あり、日本 の 花火 の 評価を高め た。そ の 後

新 しい 傾 向の 花火 も 多数登場 し て い る
9）

。
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